
二
月
二
四
日
午
後
、
本
部
主
催
の

「
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
会
議
」
が

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で
開
催
さ
れ
、

近
畿
各
府
県
か
ら
三
九
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

本
部
・
大
田
宣
也
副
理
事
長
が
尖

閣
諸
島
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
中
国

を
め
ぐ
る
情
勢
や
、
支
部
活
動
の
五

原
則
で
、
し
っ
か
り
と
運
営
し
て
い

る
福
岡
県
で
は
、
大
き
く
組
織
強
化

が
進
ん
で
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
支
部
か
ら
、

太
極
拳
や
学
習
会
な
ど
の

行
事
を
活
発
に
行
い
、
会

員
拡
大
や
支
部
組
織
の
再

建
な
ど
が
進
ん
で
い
る
と

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
会

員
拡
大
で
は
絶
え
ず
増
や

さ
な
い
と
、
組
織
の
現
状

維
持
す
ら
難
し
い
と
、
支

部
運
営
の
苦
労
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

大
阪
西
支
部
や
東
大
阪
支
部
の
、

五
原
則
に
基
づ
く
毎
月
行
事
の
開
催

や
会
員
拡
大
な
ど
、
支
部
活
動
の
経

験
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
の
大
会
を
め
ざ

す
「
仲
間
づ
く
り
活
動
」

は
、
中
国
脅
威
論
や
中

国
嫌
悪
感
の
増
加
な
ど

に
よ
り
困
難
さ
が
増
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
中

国
へ
の
関
心
も
根
強
く

あ
り
、
支
部
活
動
の
活

性
化
と
会
員
拡
大
で
自

力
を
つ
け
、
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

2013年3月25日 日中友好新聞 第２２８４号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

2013年３月号
日本中国友好協
会大阪府連合会
〒530-0013
大阪市北区
茶屋町10-6

阪急北ビル４階
TEL06-6372-8131
050-3413-6491

FAX06-6372-8132
郵便振替口座
00970-5-8978
E-mail:jcfa@j

t8.so-net.ne.jp
ホームページ
http://www005.u
pp.so-net.ne.jp
/jcfaosaka/

府連通信

季
刊
中
国
・
春
季
号
の
案
内

季
刊
中
国
・
春
季
号
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
春
季
号
は
日
中
国
交
回
復

四
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
、

講
演
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
新
聞
記
者
の
目
か
ら
見
た
日
中

関
係
四
〇
年
」
と
題
し
た
加
藤
千
洋

氏
の
講
演
と
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
日

中
関
係
の
四
〇
年
を
振
り
返
り
未
来

を
展
望
す
る
」
西
村
成
雄
氏
、
吉
田

重
信
氏
、
大
村
新
一
郎
氏
の
講
演
内

容
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
水
羽
信

男
氏
の
感
想
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

季
刊
中
国
は
年
四
回
（
三
月
、
六

月
、
九
月
、
十
二
月
）
発
行
さ
れ
、

注
文
制
で
、
な
る
べ
く
一
年
分
（
二

五
二
〇
円
・
送
料
三
二
〇
円
）
の
予

約
注
文
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

購
読
希
望
の
方
は
日
中
友
好
協
会

大
阪
府
連
合
会
ま
で
！
！
少
し
在
庫

が
あ
り
ま
す
。
一
部
六
三
〇
円
で
す
。

日
本
の
国
会
に
当
た
る
第
十
二
期

全
国
人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。
去
年
の
秋
の
第
十

八
回
党
大
会
で
党
総
書
記
に
就
任
し

た
習
近
平
が
引
退
す
る
胡
錦
濤
に
か

わ
り
国
家
主
席
（
国
家
元
首
）

に
、
首
相
に
は
李
克
強
が
同

じ
く
引
退
す
る
温
家
宝
に
変

わ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

｢

宗
家
の
三
姉
妹｣

で
お
な

じ
み
の
孫
文
夫
人
―
宋
慶
齢

が
か
つ
て
務
め
た
副
主
席
に

は
党
大
会
で
常
務
委

員
を
見
送
ら
れ
た
李

源
潮
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
太
子

党
」
が
云
々
、
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
「
世
襲
議
員
」
と
い
う
意
味
で

し
ょ
う
か
。
日
本
で
も
自

民
党
歴
代
首
相
の
安
倍
、

麻
生
、
福
田
、
小
泉
、
小

渕
、
橋
本
、
羽
田
、
細
川
、

宮
沢
な
ど
民
主
党
に
も
小

沢
、
鳩
山
な
ど
が
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
末
、
死
亡

事
故
を
起
こ
し
逃
走
を
阻
止
さ
れ
た

時｢
僕
の
パ
パ
は
李
剛(

市
公
安
局
副

局
長)
だ
ぞ
！｣

と
捨
て
台
詞
を
吐
く

よ
う
な
輩
で
は
国
民
は
『
囧
』
で
す
。

（
囧
「j

i
o
n
g

・
三
声
」
は
今
中
国

で
流
行
っ
て
い
る
漢
字
で
、
困
っ
た

人
の
顔
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
）

国
政
の
助
言
機
関
で
あ
る
人
民
政

治
協
商
会
議
（
政
協
）
は
一
足
先
に

閉
幕
し
ま
し
た
。
全
人
代
と
同
時
に

開
か
れ
国
政
レ
ベ
ル
の
重
要
な
決
定

を
行
い
「
両
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
議
事
堂
の
あ
る
北
京
の
西
城
区

は
こ
の
地
域
で
話
さ
れ
る
こ
と
ば
が

中
国
の
共
通
語
「
普
通
語
」
の
ベ
ー

ス
に
な
っ
た
こ
と
で
有
名
な
と
こ
ろ

で
す
。
会
議
に
は
国
民
党
革
命
委
員

会
、
民
主
同
盟
、
民
主
建
国
会
、
民

主
促
進
会
、
農
工
民
主
党
、
致
公
党
、

九
三
学
社
、
台
湾
民
主
自
治
同
盟
と

い
う
八
つ
の
い
わ
ゆ
る
「
民
主
党
派
」

や
、
各
界
各
団
体
の
代
表
と
し
て
ノ
ー

ベ
ル
賞
作
家
の
莫
言
、
映
画
監
督
の

陳
凱
歌
、
馮
小
剛
、
人
気
俳
優
の
趙

本
山
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
チ
ェ
ン
こ
と
成

龍
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
ス
タ
ー
選
手
の
姚
明

な
ど
が
委
員
（
議
員
）
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。

会
議
で
は
「
小
康
社
会
（
ち
ょ
っ

と
ゆ
と
り
の
あ
る
社
会
）
」
の
全
面

的
な
実
現
に
向
け
て
奮
闘
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
（
Ｉ
）

小
康
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す

首
相
に
李
克
強
選
出

阪急梅田駅茶屋町出口から徒歩１分、

発音の基本から文法、日常会話の完成をめざす、

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

4/1～9/14 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

春の中国語講座へどうぞ
① ３月２５日（月）１０：００～１１：３０

② ３月２５日（月）１８：３０～２０：００

③ ３月３０日（土）１０：００～１１：３０

入門レッスン会場：日中文化センター

初心者の方を対象にしています。 参加費無料

連絡先：大阪府連06-6372-8131

中国語・無料入門レッスン

中
国
へ
の
関
心
に
応
え
て
活
性
化
を

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
会
議
で
討
議
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二
月
十
七
日
に
開
か
れ
た
パ
ネ
ル

討
論
会
「
中
国
は
ど
こ
へ
、
日
中
関

係
の
ゆ
く
え
」
は
時
間
の
関
係
で
充

分
質
問
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
日
四
〇
名
の
参
加
者
か
ら
質
問

や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
す
る
パ
ネ
ラ
ー
の
ご
意
見
を
、

府
連
通
信
紙
上
で
順
次
掲
載
す
る
予

定
で
す
。
当
日
の
質
疑
応
答
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

Ｑ
．
中
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
見
る

と
バ
ラ
色
に
見
え
る
が
？

Ａ
．
日
本
の
ビ
ザ
の
ワ
ク
を
富
裕

層
か
ら
中
間
層
に
ま
で
広
げ
た
よ
う

に
、
低
所
得
者
は
確
か
に
減
っ
て
い

る
。
少
し
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
確

か
に
豊
か
に
な
る
よ
う
で
す
。

Ｑ
．
尖
閣
列
島
の
領
有
権
は
？

Ａ
．
世
界
的
に
も
領
有
権
主
張
を

し
て
い
る
の
は
近
代
国
家
の
み
で
あ

る
。
国
家
主
権
は
や
め
、
民
衆
の
自

立
に
す
る
。
た
と
え
ば
国
際
条
約
で

決
ま
っ
て
い
る
、
南
極
の
よ
う
な
共

同
管
理
を
知
識
人
が
提
起
す
れ
ば
よ

い
の
で
は
、
尖
閣
列
島
は
中
国
、
日

本
の
み
の
領
土
紛
争
で
あ
る
か
ら
。

Ｑ
．
中
国
社
会
の
現
状
規
定
は
？

格
差
、
不
公
正
、
公
正
の
原
理
は
？

Ａ
．
今
は
社
会
主
義
と
は
ほ
ど
遠

い
、
分
配
制
度
等
民
衆
は
ど
ち
ら
を

選
ぶ
か
で
あ
る
。

質
問
と
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
か
ら
、
三
名

の
方
の
感
想
や
質
問

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
し
、
大
き
な
知
的
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
米
中
関
係
あ
る
い
は
米
中
日

関
係
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
は
、

地
球
が
き
わ
め
て
狭
く
な
っ
た
今
、

人
類
の
運
命
す
る
問
題
で
あ
り
、
ま

た
私
た
ち
日
本
国
民
の
日
々
の
暮
ら

し
に
も
か
か
わ
る
切
実
な
問
題
に
も

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
と
も
に
中
国
問
題
を
研
究
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

「
２
０
０
４
年
上
海
で
開
か
れ
た
世

界
貧
困
削
減
会
議
を
報
道
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
「
ガ
ー
デ
イ
ア
ン
」
紙
に
よ

る
と
『
１
９
８
１
年
以
来
の
約
二
〇

年
間
に
、
中
国
で
は
一
日
一
ド
ル
以

下
で
生
活
す
る
中
国
人
が
四
億
九
千

万
人
か
ら
８
４
８
０
万
人
へ
と
約
四

億
人
減
っ
た
。
こ
の
数
は
同
じ
時
期

に
世
界
全
体
で
極
貧
状
態
か

ら
抜
け
出
し
た
数
の
ほ
ぼ
四

分
の
三
に
あ
た
る
。
こ
こ
に

は
貧
困
を
削
減
す
る
方
法
に

つ
い
て
、
私
た
ち
が
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
あ
る
』
と
い
う
、

世
界
銀
行
総
裁
の
評
価
を
報

道
し
て
い
る
と
、
不
破
氏
は

そ
の
著
書
で
書
い
て
い
る
が
、

ジ
ニ
係
数
と
の
関
係
は
ど
う
見
れ
ば

よ
い
の
か
？
」

「
中
国
の
公
害
に
よ
る
日
本
の
環
境

汚
染
が
心
配
で
す
。
日
本
の
技
術
提

供
に
よ
る
解
決
の
道
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
話
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

中
国
は
原
発
政
策
推
進
と
の
こ
と

で
す
が
、
核
の
ゴ
ミ
等
、
高
コ
ス
ト
、

高
リ
ス
ク
へ
の
認
識
や
政
府
の
研
究

者
に
よ
る
調
査
は
さ
れ
て
い
な
い
の

か
？
（
日
本
の
三
・
一
一
を
含
め
）

人
命
が
犠
牲
に
さ
れ
、
立
ち
遅
れ
て

い
る
感
じ
が
す
る
。
中
国
で
研
究
者

に
よ
る
警
鐘
を
な
ら
す
人
は
い
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？
」

四
月
号
か
ら
紙
上
で
質
疑
を
順
次

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

三
月
十
日
尼
崎
市
内
で
、
水
餃

子
の
会
を
開
き
ま
し
た
。
毎
回
参

加
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
参

加
ま
で
二
二
名
が
粉
を
練
っ
て
皮

作
り
か
ら
具
材
の
準
備
、
包
ん
で

熱
湯
に
入
れ
て
出
来
上
が
り
ま
で

を
、
四
組
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
の
あ
る
出
来
上
が
り
に
な
り

ま
し
た
。

お
た
が
い
に
賞
味
し
、

今
回
の
出
来
栄
え
が
一
番

良
い
、
皮
を
薄
く
伸
ば
せ

た
、
レ
ン
コ
ン
の
歯
ざ
わ

り
が
最
高
な
ど
感
想
を
出

し
合
い
な
が
ら
差
し
入
れ

の
手
料
理
や
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

西
支
部
主
催
の
尼
崎
会
場
で
の

水
餃
子
の
会
は
最
終
回
で
す
。
次

回
か
ら
は
会
場
を
変
え
て
開
く
予

定
で
す
。
西
支
部
で
は
毎
月
行
事

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
四
月
七
日

は
う
つ
ぼ
公
園
で
お
花
見
で
す
。

手
作
り
の
ご
ち
そ
う
を
持
ち
寄
っ

て
桜
の
下
で
歓
談
し
ま
し
ょ
う
。

春
を
呼
ぶ
手
作
り
水
餃
子
の
会

大
き
な
知
的
刺
激
を

受
け
ま
し
た

中
国
の
貧
困
は

大
幅
に
削
減

日
中
問
題
の
パ
ネ
ル
討
論

質
問
・
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

年
末
募
金
へ
の
お
礼

財
政
強
化
の
た
め
の
年
末
募

金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
個
人
）
稲
田
雪
男
、
関
本
幸

子
、
平
松
悦
雄
、
梅
本
敬
子
、

竹
谷
修
三
、
栗
山
俊
子
、
澤
野

井
公
夫
、
廣
原
資
泰
、
松
尾
豊
、

浜
田
柾
、
西
川
治
郎
、
野
口
政

廣
、
中
塚
信
子
、
本
並
美
徳
、

古
田
真
佐
子
、
杉
谷
和
子
、
伊

藤
卓
次
、
渡
辺
武
、
吉
本
喜
代

子
、
東
正
男
、
玉
川
和
隆
、
姫

野
浄
、
岸
本
福
美
、
矢
野
良
一
、

浅
野
弘
樹
、
押
川
直
孝
、
藤
本

直
枝
、
横
内
義
明
、
梅
川
勉
、

大
西
武
、
片
山
英
徳
、
土
井
一

正
、
高
橋
朗
、
大
島
彰
吾
、
小

田
切
純
子
、
大
谷
茂
義
、
西
村

成
雄
、
玉
井
質
、
大
上
二
郎
、

中
沢
恵
里
子
、
小
林
徳
子
、
森

雅
克
、
片
山
悦
子
、
松
原
弥
寿

夫
、
西
田
藍
、
松
原
弘
太
郎
、

久
保
田
真
理
子
、
山
本
恒
人
、

布
川
雅
章
、
船
富
忠
彦
、
高
林

勢
津
子
、
渡
辺
信
子
、
畑
沢
進

（
団
体
）

菜
の
花
会
太
極
拳
教
室

日
本
共
産
党
北
福
島
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
堺
市
会
議
員
団

日
中
友
好
協
会
大
阪
西
支
部

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

中
国
の
環
境
汚
染
や

原
発
推
進
が
心
配


